
開催日：平成27年６月３日(水) 13:40-16:45
会場※ ：高知大学 朝倉キャンパス

メディアの森６階 メディアホール
対象：大学院生・４年生以上の学部生・教員・職員、他大学の学生・教職員

ESPO (設備サポート戦略室 : Equipment Support Planning Office)では、設備の利用・
維持管理に関する教育プログラムの一環として、学生・教員による設備利用を促し、研究
の促進、高度化を目的とした講義形式によるESPO「使いこなすシリーズ」を開催します。
今回は、外部講師から分析機器を使うことによって研究を大きく発展させた「成功例」

を聞き、設備利用と研究の促進につなげることを目的にしています。

13:40–13:45 開会の辞
13:45–15:05 鈴木 勉 教授

(東京大学大学院工学系研究科)
「質量分析装置(MS)を使いこなす
－核酸の修飾を見る－」

15:05–15:20 休憩
15:20–16:40 八島 栄次 教授

(名古屋大学大学院工学研究科)
「円二色性分散計(CD)と原子間力
顕微鏡(AFM)を使いこなす
－らせん分子が見える－」

16:40–16:45 閉会の辞

ESPO (設備サポート戦略室) 教育プログラム－主催：高知大学 設備サポート戦略室－

参加費無料
参加申込不要

※送迎用として、物部キャンパスからマイクロバス(定員25名)
岡豊キャンパスからワゴン車(定員7名)を出す予定です

・５/25(月)までに申し込みが必要です(先着順)
・お申し込みは、所属・学生番号(学生の場合)・氏名・
携帯電話番号・往路/復路の利用の希望を明記の上、
設備サポート戦略室までメール(下記)にてご連絡ください

鈴木 勉 教授

八島 栄次 教授
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